
１．コンクリートの圧縮強度試験

集計の対象は、2017年4月1日～2018年3月31日に試
験研究センター（以下、当センター）で行ったコンクリ
ートの圧縮強度試験とした。試験の件数を表-1.1に、試
験対象の内訳を図-1.1に示す。
また、4週圧縮強度の集計結果を表-1.2に、圧縮強度
の平均値の推移を図-1.2に、1週圧縮強度と4週圧縮強
度との関係を図-1.3に示す。さらに、打込み時期ごとの
圧縮強度の相対度数分布を図-1.4～1.7に示す。

2017年度工事用材料試験結果の集計

表-1.1　コンクリートの圧縮強度試験の件数

表-1.2　4週圧縮強度の集計結果
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図-1.1　圧縮強度試験対象の内訳

図-1.2　圧縮強度の平均値の推移（打込み月ごとの平均値（凡例の数値は呼び強度を示す））

図-1.3　1週圧縮強度と4週圧縮強度との関係　（同一呼び強度で母数が10以上存在する打込み月ごとの平均値による）
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図-1.4　打込み時期注）ごとの圧縮強度の相対度数分布（普通ポルトラドセント，標準養生，試験材齢4週）

注）打込み時期   冬期：28日までの期間の予想平均気温が8℃未満となる時期。夏期：日平均気温が25℃を超える時期。 
標準期：冬期、夏期以外の時期。いずれも気象庁の大阪における平年値をもとに算出した。

図-1.5　打込み時期注）ごとの圧縮強度の相対度数布（普通ポルトランセメント，現場水中養生，試験材齢4週）



図-1.6　打込み時期注）ごとの圧縮強度の相対度数分布（高炉セメントＢ種，標準養生，試験材齢4週）
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注）打込み時期   冬期：28日までの期間の予想平均気温が8℃未満となる時期。夏期：日平均気温が25℃を超える時期。 
標準期：冬期、夏期以外の時期。いずれも気象庁の大阪における平年値をもとに算出した。

図-1.7　打込み時期注）ごとの圧縮強度の相対度数分布（高炉セメントＢ種，現場水中養生，試験材齢4週） 



２．鉄筋コンクリート用異形棒鋼およびその継手の引張試験

集計の対象は、当センターで試験を行った JIS G 

3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に規定される異形棒
鋼とした。試験片の概要を表-2.1に、その内訳を図
-2.1、図-2.2（a）～（e）に示す。
また、素材の降伏点、引張強さおよび破断伸びの集計
結果を表-2.2に、その分布を図-2.3に、異形棒鋼継手の
引張強さの集計結果を表-2.3にそれぞれ示す。
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図-2.2（b）　ガス圧接継手試験片の内訳 図-2.2（c）　重ね溶接継手試験片の内訳

図-2.2（a）　素材試験片の内訳

図-2.2（d）　突合せ溶接継手試験片の内訳 図-2.2（e）　機械式継手試験片の内訳

図-2.1　試験片の種類の内訳

表-2.1　集計の対象とした試験片の概要



図-2.3　異形棒鋼素材の降伏点、引張強さ、破断伸びの相対度数分布

表-2.2　異形棒鋼素材の降伏点、引張強さおよび破断伸びの集計結果
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表-2.3　異形棒鋼継手の引張強さの集計結果
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３．一般依頼の骨材品質試験

集計の対象は、当センターが試験を受託した依頼者持
ち込みによる骨材品質試験とした。集計の対象とした試
験項目を表-3.1、表-3.2に示す。
ただし、スラグ細・粗骨材、および再生粗骨材は集計
の対象としていない。また、粗骨材の集計対象は最大寸
法が20mmおよび25mmの砕石としたが、ふるい分け試

験については砕石2005を対象とした。
集計の対象とした骨材の種類別構成比率を図-3.1に示
す。また、骨材の品質の集計結果を表-3.3に示し、細骨
材および砕石について、試験値の度数分布を図-3.2（a）
～（h）にそれぞれ示す。

図-3.1　集計対象とした骨材の種類別構成比率
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表-3.1　集計の対象とした試験項目（細骨材） 表-3.2　集計の対象とした試験項目（粗骨材）



表-3.3　骨材の品質の集計結果
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図-3.2　細骨材および砕石の試験値の度数分布
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４．GBRCが採取した骨材試料の品質試験

集計の対象は、大阪府内建築行政連絡協議会の「コン
クリート工事に関する取扱要領」に基づいて、大阪府お
よび兵庫県の一部地域の生コン工場約110工場から、当
センターが1回 /月の頻度で採取した骨材の試験値とした。
試験の概要を表-4.1に、細骨材の品質の集計結果を表
-4.2に、粗骨材の品質の集計結果を表-4.3に示す。また、
骨材の種類の内訳を図-4.1に、試験値の度数分布を図
-4.2にそれぞれ示す。

表-4.2　細骨材の品質の集計結果

表-4.3　粗骨材の品質の集計結果

表-4.1　試験の概要
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図-4.1　対象とした生コン工場で用いられている骨材の種類の内訳（山砂および砕石･砕砂の細分類は表-4.2および表-4.3を参照） 

図-4.2　骨材試料の品質試験値の度数分布（山砂および砕石･砕砂の細分類は表-4.2および表-4.3を参照）
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